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12月定例会 会期日程 (12月 11日～15日）

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
問1
公
共
下
水
道
整
備

計
画

問2
天
底
区
農
道
３
号

線
整
備
事
業

　
北
部
12
市
町
村
の
約
75
％
は

下
水
道
整
備
事
業
実
施
ま
た
は

策
定
中
で
あ
る
。
下
水
道
は
快

適
で
安
全
な
生
活
環
境
と
公
共

用
水
域
の
水
質
を
保
全
す
る
上

で
も
重
要
な
施
設
と
考
え
て
い

る
が
、
今
帰
仁
村
の
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 

 答 

喜
屋
武
治
樹
村
長

　
北
部
で
の
公
共
下
水
道
整
備

の
状
況
と
し
て
は
、
単
独
公
共

水
道
整
備
と
し
て
名
護
市
、
本

部
町
で
実
施

し
て
お
り
、

特
定
環
境
保

全
公
共
下
水

道
整
備
で
名

護
市
、
大
宜

味
村
が
実
施

し
て
い
る
。

本
村
と
し
て

は
、
現
在
は

公
共
下
水
道

整
備
の
計
画
は
な
い
が
、
今
後

各
市
町
村
と
の
連
携
及
び
情
報

交
換
を
行
い
、
公
共
下
水
道
整

備
計
画
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
　
　

　

天
底
区
の
農
道
３
号
線
は
、

農
道
・
生
活
道
路
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、排
水
路
、ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
設
置
も
さ
れ
て
お

ら
ず
危
険
な
道
路
で
あ
る
。
今

後
の
道
路
整
備
の
計
画
は
。
　

 

 答 

村
長

　
本
農
道
は
、
村
づ
く
り
交
付

金
東
部
地
区
で
事
業
計
画
し
て

い
た
が
、
採
択
要
件
に
合
わ
ず

計
画
か
ら
外
れ
た
経
緯
が
あ

る
。
今
後
は
、
村
単
独
で
の
簡

易
舗
装
が
可
能
か
財
政
状
況
を

勘
案
し
、検
討
し
て
い
き
た
い
。
　

　
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
の
内
容
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す
。
紙
面
の
都
合
上
一
部
割
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
会
議
録

に
つ
い
て
は
各
字
公
民
館
に
配
布
す
る
予
定
で
す
の
で
詳
し

く
調
べ
た
い
方
は
、
公
民
館
も
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

與那嶺 好和 議員

☎0980-56-4397  議会事務局

平成30年3月定例会傍聴へ行こう！
平成30年３月７日（水）～23日（金）までの会期予定です。

一般質問日程は19日（月）・20日（火）・22日（木）の予定ですが、
詳細については事務局までお問い合わせください。

お問い合わせ

～あなたが選んだ代表がどのような活動をしているか村議会を傍聴してみませんか？皆様の傍聴をお待ちしております～

▲農道 3号線（天底区）
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平
成
28
年
９
月
定
例
会
で

「
今
帰
仁
村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

建
設
」
に
つ
い
て
、
一
般
質
問

を
行
っ
た
。
改
め
て
喜
屋
武
治

樹
村
長
の
選
挙
公
約
で
あ
る
村

営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設
に
つ

い
て
、
一
般
質
問
を
行
う
。
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
増
進
、
交

流
促
進
と
経
済
活
性
化
と
観
光

業
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る

「
今
帰
仁
村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

建
設
」
に
取
り
組
む
考
え
、
実

施
計
画
は
。

 

 答 

村
長

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
村
民
の

健
康
づ
く
り
、
交
流
の
場
づ
く

り
に
も
効
果
的
と
理
解
し
て
い

る
。
補
助
事
業
の
導
入
を
含
め

検
討
し
、
建
設
に
向
け
努
力
し

て
い
き
た
い
。

 

問
北
部
連
携
促
進
事
業
で
連

携
す
る
と
て
も
適
し
た
事
業
と

考
え
る
が
。

 

 答 

村
長

　
担
当
課
長
か
ら
も
説
明
し

た
と
お
り
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

建
設
に
つ
い
て
、
推
進
し
て
い

く
と
い
う
考
え
に
変
わ
り
は
な

い
。
次
年
度
、
北
部
連
携
促
進

事
業
に
村
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

建
設
が
申
請
可
能
か
ど
う
か
含

め
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

平
成
29
年
３
月
議
会
で
「
給

付
型
奨
学
金
」
に
つ
い
て
一
般

質
問
行
っ
た
。
村
長
は
創
設
に

向
け
努
力
す
る
と
答
弁
し
た
。

３
月
22
日
の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
に

答
弁
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
た
。

平
成
30
年
度
の
入
学
者
を
対
象

に
「
給
付
型
奨
学
金
」
を
創
設

す
る
こ
と
と
、
ひ
と
月
５
万
円

の
給
付
と
す
る
考
え
は
。

 

 答 

玉
城 

奎 

教
育
長

　
本
定
例
議
会
に
基
金
設
置

条
例
案
を
提
案
し
て
い
る
。
こ

の
基
金
を
運
用
し
、
計
画
・
実

施
す
る
。
平
成
30
年
度
か
ら
の

実
施
に
向
け
、
対
象
人
数
や
月

額
給
付
額
を
現
在
検
討
し
て
い

る
。

 

問
大
学
生
の
み
で
は
な
く
、

専
門
学
校
、
大
学
、
大
学
院
も

含
め
て
実
施
す
る
か
。

 

 答 

村
長

　
例
規
審
査
委
員
会
で
決
定
し

て
、
村
民
、
学
校
関
係
者
、
そ

し
て
希
望
す
る
生
徒
の
募
集
等

も
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
１
日

の
実
施
に
向
け
て
、
滞
り
が
な

い
よ
う
進
め
て
い
く
。

(

１)

平
成
29
年
９
月
宮
城
県

仙
台
市
で
開
催
の
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
に
村
内
・
県
内
の
畜

産
農
家
の
方
々
と
参
加
し
た
。

村
内
畜
産
農
家
の
方
々
か
ら
要

望
と
提
案
が
あ
る
。
村
の
畜
産

業
の
振
興
発
展
の
た
め
に
「
優

良
繁
殖
雌
牛
導
入
支
援
事
業
予

算
」
の
増
額
を
行
う
考
え
は
。

(

２)

村
畜
産
業
と
村
農
業
の
総

合
発
展
の
観
点
か
ら
「
今
帰
仁

村
堆
肥
工
場
」
の
早
期
実
現
に

取
り
組
む
計
画
が
あ
る
か
。

(

３)

県
の
畜
産
業
の
発
展
の
観

点
か
ら
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

の
沖
縄
県
へ
の
誘
致
を
県
に
働

き
か
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

 

 答 

村
長

(

１)

本
事
業
の
今
後
の
予
算

に
つ
い
て
は
他
の
事
業
と
も
調

整
し
な
が
ら
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

(

２)

堆
肥
工
場
の
建
設
に
つ

い
て
村
和
牛
改
良
組
合
よ
り
要

請
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
堆

肥
化
に
か
か
る
コ
ス
ト
、
施
設

規
模
、
維
持
管
理
費
、
販
売
状

況
、
費
用
対
効
果
等
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

(

３)

「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」

誘
致
は
、
畜
産
業
の
発
展
の
た

め
に
も
有
意
義
な
大
会
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
県
と
し
て
誘

致
す
る
方
向
が
示
さ
れ
た
場
合

に
は
、
こ
れ
に
賛
同
し
、
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(

１)

教
育
に
力
を
入
れ
る
今

帰
仁
村
で
日
曜
日
に
親
子
で
村

立
図
書
館
に
行
き
学
習
し
本
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
学

力
向
上
、
人
材
育
成
、
生
涯
学

習
、
豊
か
な
人
格
形
成
の
観
点

か
ら
、
村
立
図
書
館
の
日
曜
日

開
館
の
実
施
す
る
計
画
が
あ
る

か
。

(

２)

村
立
図
書
館
の
入
口
か

ら
東
側
通
路
の
舗
装
工
事
の
実

施
は
。

(

３)

避
難
の
ス
ロ
ー
プ
設
置

は
。 

 

 答 

教
育
長

(

１)

日
曜
日
も
開
館
す
る
の

は
現
在
の
体
制
で
は
難
し
い
。

村
民
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
て
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

(

２)

一
階
入
口
付
近
か
ら
東

側
ま
で
の
通
路
の
舗
装
工
事

は
、
そ
の
必
要
性
を
調
査
の

上
、
検
討
す
る
。

(

３)

新
た
な
ス
ロ
ー
プ
設
置

に
つ
い
て
は
、
今
後
そ
の
必
要

性
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

問1
今
帰
仁
村
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
建
設

問3
畜
産
業
の
振
興

問4
村
立
図
書
館
の
日
曜

日
開
館
と
周
辺
整
備

問2
給
付
型
奨
学
金
の

創
設

吉田 清尊 議員
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今
帰
仁
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
後
期
よ
り
新

し
い
取
り
組
み
が
あ
る
か
。

 

 答 

経
済
課
長

　
村
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
と
し
て
、
沖
縄
県
農
業
生

産
経
営
対
策
事
業
が
あ
る
。ま
た
、

県
の
事
業
で
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン

ジ
企
業
者
育
成
事
業
と
い
う
の

が
あ
る
。
加
工
品
の
商
品
開
発

等
の
取
り
組
み
で
、
生
産
の
段

階
か
ら
強
化
し
、
6
次
産
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

 

問
村
長
の
考
え
る
６
次
産
業

と
は
。

 

 答 

村
長

　
６
次
産
業
は
非
常
に
重
要

な
位
置
づ
け
だ
が
、
な
か
な
か

当
初
の
計
画
通
り

に
進
ま
ず
、
非
常

に
弱
い
状
況
。
今

あ
る
も
の
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
す
れ

ば
、
生
産
・
加
工
・

販
売
ま
で
で
き
る

の
か
と
い
う
こ
と

を
掘
り
下
げ
て
協
議
す
る
場
を

つ
く
っ
て
進
め
た
い
。 

 
問
中
心
市
街
地
賑
わ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
。

 

 答 

企
画
財
政
課
長

　
国
道
の
製
糖
工
場
の
下
流
か

ら
排
水
河
川
が
以
前
の
ま
ま
の

未
改
修
部
分
に
な
っ
て
お
り
、

改
修
に
向
け
て
建
設
課
の
ほ
う

で
計
画
を
行
っ
て
い
る
状
況
。

　
　

 

問
拡
張
工
事
に
伴
う
商
店
の
移

転
用
地
の
活
用
に
際
し
、
事
業
の

制
限
や
縛
り
が
あ
る
か
確
認
し
た

う
え
で
使
い
み
ち
を
検
討
す
る
と

あ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

 

 答 

企
画
財
政
課
長

　
村
が
購
入
し
、
村
の
土
地

に
な
っ
て
い
る
。
国
交
省
か
ら

の
縛
り
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い

う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
る
。
ス

タ
ー
ト
が
大
井
川
通
り
会
と
い

う
組
織
で
動
い
て
き
て
お
り
、

道
が
で
き
た
こ
と
で
つ
ぶ
れ
た

商
店
街
が
、
ま
た
移
転
で
き
る

よ
う
に
作
っ
た
用
地
。
当
初
目

的
で
分
譲
し
た
い
と
い
う
考
え

で
募
集
を
か
け
て
い
る
状
況
。

 

問
商
業
用
地
と
し
て
活
用
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、

仮
に
分
譲
住
宅
を
作
り
た
い
と

い
う
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
。

 

 答 

企
画
財
政
課
長

　
現
段
階
で
は
分
譲
案
が
あ

り
、
建
物
の
一
部
で
は
商
売
を

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
る
。

　

合
同
会
社
コ
ル
デ
ィ
オ
今
帰

仁
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
会
社
の
構

成
と
所
在
地
は
。

 

 答 

企
画
財
政
課
長

　「
合
同
会
社
コ
ル
デ
ィ
オ
今

帰
仁
リ
ゾ
ー
ト
今
帰
仁
村
今

泊
」。
構
成
３
社
「
株
式
会
社

ジ
ョ
イ
沖
縄
県
北
谷
町
」、「
株

式
会
社
ア
イ
ム
ホ
ー
ム
　
沖
縄

県
北
谷
町
」、「
株
式
会
社
デ
ザ

イ
ン
ス
タ
ジ
オ
琉
球
楽
団
　
沖

縄
県
浦
添
市
」

 

問
村
長
の
跡
地
利
用
に
関
す

る
要
望
や
希
望
は
。

 

 答 

村
長

　
村
が
公
募
し
て
決
定
し
た
業

者
が
利
用
し
て
、
雇
用
や
税
収

が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
を
非

常
に
重
要
視
し
て
い
る
。
土
地

の
問
題
や
借
地
権
の
問
題
等
を

議
論
し
、
一
日
も
早
く
本
契
約

を
結
ん
で
事
業
で
き
る
よ
う
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

　

村
外
高
校
に
自
宅
か
ら
通
う

学
生
に
対
し
、
送
迎
バ
ス
の
導

入
や
通
学
費
補
助
を
行
う
考
え

は
な
い
か
。

 

 答 

村
長

　
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
、
生
徒
の
就
学
の
機
会

を
確
保
す
る
観
点
の
ほ
か
、
か

え
っ
て
村
外
進
学
を
推
進
す
る

結
果
を
招
か
な
い
か
等
も
考
慮

し
、
通
学
費
補
助
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か

等
、
検
討
し
た
い
。

 

問
村
外
進
学
を
推
進
す
る
結

果
を
招
か
な
い
か
考
慮
す
る
必

要
は
確
か
に
あ
る
。
地
元
の
北

山
高
校
に
行
き
た
い
け
ど
２
ク

ラ
ス
し
か
な
く
、
入
れ
な
く
て

仕
方
な
く
名
護
の
高
校
に
通
う

例
も
あ
る
。
通
学
費
補
助
が
可

能
か
ど
う
か
の
検
討
も
そ
う
だ

が
、
受
け
皿
を
考
え
る
必
要
も

あ
る
と
思
う
が
見
解
は
。

 

 答 

教
育
長

　
北
山
高
校
は
県
立
高
等
学

校
で
県
の
管
轄
。
学
級
増
と
か

構
成
的
な
も
の
は
村
が
関
わ
る

立
場
に
な
い
。
し
か
し
、
３
学

級
に
増
と
な
れ
ば
う
れ
し
い
こ

と
。
何
年
度
か
前
の
県
立
高
校

再
編
整
備
計
画
に
お
い
て
、
北

山
高
校
の
理
数
科
存
続
が
課
題

と
な
っ
た
。
村
と
し
て
、
理
数

科
存
続
に
向
け
て
非
常
に
力
を

い
れ
て
い
る
状
況
で
、
普
通
科

３
学
級
と
い
う
こ
と
は
検
討
し

た
こ
と
が
な
い
。

問1
第
四
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画

問3
村
外
高
校
に
通
う
村

民
に
対
す
る
通
学
費

問2
旧
古
宇
利
小
中
学
校

跡
地
利
用

與那 勝治 議員
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に

よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
身

近
に
な
り
簡
単
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
小
中
高
校
生

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
等

を
通
じ
て
事
件
・
事
故
、
い
じ

め
な
ど
の
被
害
も
増
加
し
て
い

る
。
本
村
で
の
対
策
は
。　

 

 答 

教
育
長

　
各
学
校
に
お
い
て
講
習
会
・
研

修
会
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度

に
３
小
学
校
の
６
年
生
が
一
堂

に
会
し
、
中
学
入
学
前
に
本
部

警
察
署
に
よ
る
講
習
会
を
実
施
。

 

問
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

利
用
で
き
る
ネ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
ど
れ
く
ら
い
の
危
険
性
が

あ
る
の
か
を
実
は
大
人
が
理
解

し
き
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る

の
が
現
状
だ
と
思
う
が
。

 

 答 

教
育
長

　
本
土
で
自
殺
に
つ
な
が
っ
た

件
だ
と
か
は
マ
ス
コ
ミ
等
で
の

情
報
で
得
て
い
る
か
と
思
う
。

た
だ
し
こ
れ
が
自
分
自
身
、
あ

る
い
は
家
族
、
自
分
の
子
ど
も

に
い
ざ
置
き
換
え
て
み
た
時
の

危
機
感
を
身
近
な
も
の
と
し
て

と
ら
え
る
た
め
に
は
、
大
き
な

組
織
と
し
て
流
す
の
で
は
な

く
、
井
戸
端
会
議
の
よ
う
な
も

の
で
よ
り
身
近
で
知
識
の
あ
る

人
た
ち
か
ら
問
題
意
識
を
広
げ

て
い
く
の
が
望
ま
し
い
。

 

問
熊
本
市
で
は
高
校
生
で

ネ
ッ
ト
に
関
し
て
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

展
開
し
、
予
防
や
解
決
策
を
話

し
合
い
、
あ
る
程
度
ま
と
め
た

も
の
を
中
学
校
へ
出
向
き
、
こ

れ
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
中
高

生
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
と

い
っ
た
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。

本
村
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
。

 

 答 

教
育
長

　
情
報
教
育
等
の
関
連
で
こ
う

い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
の
か
校

長
研
修
会
、
教
頭
研
修
会
に
投

げ
か
け
て
み
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進

を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
創
設
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
。

 

 答 

教
育
長

　
平
成
27
年
度
か
ら
沖
縄
県
が

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
沖
縄

を
本
格
稼
働
し
て
い
る
。
本
村

で
も
平
成
28
年
度
か
ら
組
織
加

入
し
、
本
村
の
特
性
に
合
っ
た

競
技
を
随
時
紹
介
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
本
村
と
し
て

も
そ
れ
ら
を
最
大
限
活
用
す
る
。

 

問
村
運
動
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
そ
も
そ
も
ホ
ッ
ケ
ー
場

で
あ
る
。
原
点
に
返
っ
て
ホ
ッ

ケ
ー
の
日
本
代
表
さ
く
ら
ジ
ャ

パ
ン
を
誘
致
し
て
み
て
は
ど
う

か
。

 

 答 

社
会
教
育
課
長

 

村
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
へ
提
案
す
る
。

え
っ
て
村
外
進
学
を
推
進
す
る

結
果
を
招
か
な
い
か
等
も
考
慮

し
、
通
学
費
補
助
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か

等
、
検
討
し
た
い
。

 

問
村
外
進
学
を
推
進
す
る
結

果
を
招
か
な
い
か
考
慮
す
る
必

要
は
確
か
に
あ
る
。
地
元
の
北

山
高
校
に
行
き
た
い
け
ど
２
ク

ラ
ス
し
か
な
く
、
入
れ
な
く
て

仕
方
な
く
名
護
の
高
校
に
通
う

例
も
あ
る
。
通
学
費
補
助
が
可

能
か
ど
う
か
の
検
討
も
そ
う
だ

が
、
受
け
皿
を
考
え
る
必
要
も

あ
る
と
思
う
が
見
解
は
。

 

 答 

教
育
長

　
北
山
高
校
は
県
立
高
等
学

校
で
県
の
管
轄
。
学
級
増
と
か

構
成
的
な
も
の
は
村
が
関
わ
る

立
場
に
な
い
。
し
か
し
、
３
学

級
に
増
と
な
れ
ば
う
れ
し
い
こ

と
。
何
年
度
か
前
の
県
立
高
校

再
編
整
備
計
画
に
お
い
て
、
北

山
高
校
の
理
数
科
存
続
が
課
題

と
な
っ
た
。
村
と
し
て
、
理
数

科
存
続
に
向
け
て
非
常
に
力
を

い
れ
て
い
る
状
況
で
、
普
通
科

３
学
級
と
い
う
こ
と
は
検
討
し

た
こ
と
が
な
い
。

　

認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
が
１

年
延
長
と
な
っ
た
理
由
は
。

 
 答 
教
育
長

　
一
つ
目
に
園
に
接
続
す
る
村

道
の
改
良
工
事
が
１
年
延
び
た

こ
と
。
二
つ
目
に
改
良
工
事
に

伴
う
道
路
残
地
が
平
成
30
年
度

内
に
確
保
で
き
ず
、
園
舎
玄
関

先
と
保
護
者
専
用
駐
車
場
の
工

事
着
手
が
で
き
な
い
こ
と
。
三

つ
目
に
当
初
計
画
で
想
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
基
礎
杭
工
事
等

の
追
加
が
あ
っ
た
こ
と
。

 

問
１
年
遅
れ
る
こ
と
に
よ
る

雇
用
の
問
題
は
。

 

 答 

教
育
長

　
必
要
と
す
る
職
員
の
雇
用
人

数
に
大
き
な
変
化
は
な
い
た
め

影
響
は
少
な
い
。

 

問
ま
ほ
ろ
ば
保
育
園
、
あ
め

そ
こ
保
育
園
の
保
育
士
確
保
状

況
は
。

 

 答 

幼
保
連
携
推
進
室
長

　
両
園
と
も
確
保
の
め
ど
は
つ

い
て
い
る
。

問1
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
及
び

ネ
ッ
ト
情
報
教
育

問3
認
定
こ
ど
も
園
建

設
の
進
捗
状
況

問2
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
創
設

與那嶺 透 議員

▲認定こども園造成工事現場 ▲ホッケー場
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(

１)

新
庁
舎
建
設
に
向
け
た

進
捗
状
況
。

(

２)

新
庁
舎
建
設
工
事
の
落

成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

(

３)

新
庁
舎
建
設
工
事
の
方

法
（
リ
ー
ス
方
式
・
そ
の
他
）

は
。

 

 答 

村
長

(

１)

６
月
に
各
課
の
若
手
職

員
を
メ
イ
ン
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
発
足
し
、
こ
れ
ま
で

４
回
の
会
議
を
開
催
し
て
新
庁

舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
　

　
ま
た
先
進
事
例
を
勉
強
す
る

た
め
、
他
の
自
治
体
（
11
月
座

間
味
村
、
12
月
沖
永
良
部
和
泊

町
）
へ
の
視
察
研
修
等
も
行
っ

て
い
る
。
　

　
本
年
12
月
22
日
に
は
庁
舎
建

設
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
庁
舎

建
設
に
つ
い
て
の
議
論
を
加
速

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

(

２)

本
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
及
び
庁
舎
建
設
委
員

会
で
の
議
論
を
進
め
、
新
庁
舎

の
方
向
性
を
お
お
む
ね
固
め
た

い
。

　
平
成
30
年
度
以
降
は
、
事
業

方
法
の
確
定
、
基
本
設
計
、
実

施
設
計
を
進
め
て
工
事
に
着
手

し
、
平
成
32
年
度
中
に
新
庁
舎

を
完
成
さ
せ
、
平
成
33
年
度
か

ら
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い

る
。

(

３)

来
年
度
に
民
間
資
金
等

活
用
事
業
導
入
可
能
性
調
査
を

行
い
、
事
業
方
式
を
確
定
さ
せ

た
い
。

　
財
政
的
な
負
担
、
対
応
の
柔

軟
性
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ど
お
り
に
進
め
ら
れ
る
か
等
を

調
査
検
討
し
、
庁
舎
建
設
の
事

業
方
式
を
判
断
し
た
い
。

(

１)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
。

(

２)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

の
運
行
は
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

(

３)

現
在
、
路
線
バ
ス
の
運

行
の
た
め
の
バ
ス
会
社
へ
の
支

出
は
。

 
 答 
村
長

(
１)
正
式
に
結
果
が
届
い
て

い
な
い
状
況
。

(

２)

現
在
行
っ
て
い
る
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
考
慮
し
な
が
ら
運
行
す
る

か
し
な
い
か
も
含
め
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

(

３)

本
部
半
島
線
に
関
す
る

地
域
間
幹
線
系
統
確
保
維
持
費

補
助
金
と
し
て
、
平
成
28
年
度

は
２
１
９
万
３,
０
０
０
円
を

村
負
担
分
と
し
て
、
沖
縄
バ
ス

株
式
会
社
、
株
式
会
社
琉
球
バ

ス
交
通
の
２
社
に
対
し
て
交
付

し
て
い
る
。
平
成
29
年
度
は

３
０
０
万
７,
０
０
０
円
の
補

助
金
申
請
が
来
て
い
る
。

(

１)

現
在
ど
の
よ
う
な
貧
困

対
策
と
子
育
て
支
援
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。

(

２)

子
ど
も
食
堂
、
地
域
食

堂
の
計
画
は
。

 

 答 

村
長

(

１)

貧
困
対
策
と
し
て
は
、

子
ど
も
応
援
支
援
員
の
配
置
、

就
学
援
助
の
拡
充
、
進
学
を
応

援
す
る
制
度
や
仕
組
み
、
教
育

資
金
全
般
に
つ
い
て
書
か
れ
た

冊
子
の
提
供
、
県
の
事
業
で
あ

る
母
子
家
庭
生
活
支
援
事
業
所

「
ゆ
い
は
ぁ
と
」
と
の
連
携
を

行
っ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
の
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
い
る
事
業
の

ほ
か
、
村
単
独
事
業
と
し
て
、

す
こ
や
か
子
育
て
支
援
金
の
給

付
、
乳
幼
児
健
診
や
妊
婦
健
診

の
実
施
、
不
妊
症
・
不
育
症
治

療
費
助
成
等
を
行
っ
て
い
る
。

(

２)

国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
て
、
本
村
に
お
け
る
子
ど
も

の
生
活
実
態
調
査
を
ア
ン
ケ
ー

ト
形
式
で
行
う
準
備
を
進
め
て

い
る
。
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
必
要
な
対
策
や
制
度
の
実

施
に
向
け
て
取
り
組
む
予
定
で

あ
り
、
子
ど
も
食
堂
や
地
域
食

堂
に
つ
い
て
も
調
査
か
ら
見
え

て
く
る
現
状
に
照
ら
し
合
わ

せ
、
計
画
や
実
施
に
向
け
て
検

討
。

問1
今
帰
仁
村
新
庁
舎
建

設

問3
村
の
子
ど
も
た
ち
の
貧

困
対
策
と
子
育
て
支
援

問2
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス

與儀 常次 議員
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乙
羽
岳
森
林
公
園
指
定
管
理

に
つ
い
て
、
11
月
村
広
報
に
管

理
運
営
者
の
募
集
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
そ
の
管
理
内
容
は
。

 

 答 

村
長

　
乙
羽
岳
森
林
公
園
の
指
定
管

理
者
の
管
理
運
営
業
務
の
内
容

は
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
施
設
、
キ
ャ

ン
プ
場
の
管
理
運
営
及
び
環
境

整
備
や
展
望
台
等
、
林
間
広

場
の
遊
具
の
点
検
及
び
環
境
整

備
、
駐
車
場
、
遊
歩
道
、
山
林

道
の
環
境
整
備
、
公
衆
ト
イ

レ
、
シ
ャ
ワ
ー
室
等
の
衛
生
管

理
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　  

問
申
込
期
限
が
11
月

10
日
か
ら
12
月
８
日
と

な
っ
て
お
り
管
理
期
間

満
了
に
伴
う
募
集
と
思

う
が
、
応
募
者
は
何
件

あ
っ
た
の
か
。

 

 答 

経
済
課
長

　
11
月
10
日
か
ら
12
月

8
日
、
先
週
の
金
曜
日

ま
で
の
申
込
期
限
で
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
村
外

か
ら
一
件
の
応
募
が

あ
っ
た
。

 

問
平
成
18
年
か
ら
４
社
、
３

年
契
約
で
毎
回
管
理
業
者
が
代

わ
っ
て
い
る
が
、
委
託
料
含

め
、
管
理
内
容
に
無
理
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

 

 答 

経
済
課
長

　
今
回
の
管
理
募
集
に
つ
い
て

も
前
回
同
様
の
管
理
内
容
、
村

か
ら
の
委
託
料
も
す
べ
て
同
様

の
金
額
で
提
示
し
て
い
る
。

 

問
指
定
管
理
は
公
の
施
設
の

設
置
目
的
を
効
果
的
に
達
成
す

る
た
め
の
制
度
で
、
村
側
と
業

者
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
て
導
入

さ
れ
る
制
度
だ
と
思
う
が
、
両

者
に
有
益
性
が
見
い
出
せ
な
い

の
で
あ
れ
ば
直
営
に
戻
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

 答 

経
済
課
長

　
今
帰
仁
村
乙
羽
岳
森
林
公

園
の
設
置
及
び
管
理
条
例
で

金
額
を
超
え
て
の
設
定
が
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。
指
定
管

理
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題

も
あ
り
、
今
後
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
今
、
現
在
直
営
で
の
運
営
に

つ
い
て
、
村
と
し
て
は
考
え
て

い
な
い
状
況
。

　

墓
地
に
接
す
る
道
路
や
周
辺

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
墓
地

に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

を
払
拭
し
所
有
者
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
の
整
備
は
。

 

 答 

村
長

　
村
の
墓
地
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
各
字
で
集
約
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
、
す
べ
て
個
人

墓
地
で
あ
り
、
敷
地
や
周
辺
の

管
理
に
つ
い
て
は
そ
の
土
地
の

所
有
者
が
行
う
も
の
と
考
え
て

い
る
。

 

問
墓
地
基
本
計
画
は
既
存
の

墓
地
整
備
に
も
適
応
す
べ
き
計

画
だ
と
思
う
が
、
玉
城
区
の
墓

地
へ
の
進
入
道
路
の
整
備
は
。

 

 答 

建
設
課
長

　
玉
城
区
の
墓
地
団
地
の
道
路

に
つ
い
て
は
、
個
人
有
地
と
保

安
林
、
墓
地
の
中
に
里
道
が
あ

り
、
役
場
の
ほ
う
で
整
備
を
す

る
の
で
あ
れ
ば
分
筆
し
て
頂
い

て
ハ
ッ
キ
リ
区
別
し
て
寄
附
か

譲
渡
い
た
だ
け
れ
ば
村
の
方
で

何
ら
か
の
対
応
は
で
き
る
と
思

う
。

問1
指
定
管
理

問2
墓
地
行
政

座間味 薫 議員

▲乙羽岳森林公園バンガロー施設

▲墓地団地（玉城区）



平成 30 年 3 月 1 日　第 149 号　　　　　　　　なきじん議会だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）

　

保
育
園
民
営
化
に
伴
い
、
平

成
30
年
４
月
の
開
園
予
定
に
向

け
、
建
設
及
び
運
営
準
備
等
の

進
捗
状
況
は
。

 

 答 

教
育
長

　
平
成
29
年
11
月
末
現
在
の
各

園
工
事
の
進
捗
率
は
、
ま
ほ
ろ

ば
保
育
園
が
44
・
８
％
、
あ
め

そ
こ
保
育
園
が
、
34
・
５
％
と

な
っ
て
い
る
。
一
部
の
現
場
で

工
事
の
遅
れ
が
見
ら
れ
る
が
、

今
後
現
場
作
業
員
の
増
員
で
対

応
す
る
な
ど
、
平
成
30
年
４
月

の
開
園
に
向
け
工
事
を
進
め
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
各
園
の
工
事
完
成
予
定
日

は
。

 

 答 

幼
保
連
携
推
進
室
長

　
旧
兼
次
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

建
設
中
の
ま
ほ
ろ
ば
保
育
園
に

つ
い
て
は
、
平
成
30
年
２
月
25

日
、
又
天
底
小
学
校
校
長
住
宅

跡
地
に
建
設
中
の
あ
め
そ
こ
保

育
園
に
つ
て
は
、
平
成
30
年
３

月
20
日
と
な
る
。
　
　
　
　

 

問
村
は
、
こ
れ
ま
で
工
事
の

進
捗
管
理
や
指
導
監
督
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。

 

 答 

幼
保
連
携
推
進
室
長

　
工
事
の
契
約
着
手
届
け
か
ら

定
例
の
行
程
会
議
に
は
、
行
政

か
ら
も
参
加
を
し
進
捗
状
況
の

確
認
や
気
に
な
る
点
の
指
摘
な

ど
を
行
い
、
工
事
の
進
捗
を
見

守
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

 

問
平
成
30
年
度
開
園
予
定
の

民
間
法
人
２
園
へ
の
遊
具
等
の

設
置
支
援
は
。　

 

 答 

教
育
長

　
保
育
事
業
へ
参
入
希
望
す
る

法
人
の
公
募
を
行
っ
た
際
、
募

集
要
項
に
明
記
「
保
育
所
等
整

備
交
付
金
」
の
活
用
が
可
能
で

あ
る
こ
と
、
同
補
助
金
の
交
付

額
を
超
え
る
分
や
、
そ
の
他
補

助
対
象
外
経
費
に
つ
い
て
は
、

園
を
運
営
す
る
事
業
所
負
担
と

す
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
原
則
と
し
て
考
え

て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　

 

問
２
法
人
へ
の
入
所
予
定
園

児
に
関
し
て
は
、
現
在
の
村
立

保
育
所
を
閉
鎖
し
て
の
法
人
移

管
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
村
内
の

子
ど
も
達
で
あ
る
。
現
在
の
公

立
保
育
所
で
子
ど
も
達
が
大
事

な
人
格
を
形
成
す
る
上
で
必
要

な
教
育
を
遊
び
の
中
か
ら
学
ん

で
い
く
既
存
遊
具
は
、
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

 

 答 
幼
保
連
携
推
進
室
長

　
子
ど
も
達
の
心
身
の
発
達
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

問
２
法
人
の
関
係
者
と
も

に
、
本
村
の
大
事
な
子
供
た
ち

を
た
く
ま
し
く
、
健
や
か
に
、

さ
ら
に
地
域
貢
献
で
き
る
人
材

に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
思
い
で

お
預
か
り
す
る
使
命
感
を
強
く

持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
園
舎

建
設
に
伴
う
費
用
高
騰
な
ど
必

要
な
備
品
費
の
捻
出
に
苦
慮
し

「
遊
具
費
用
の
助
成
要
請
」
を

２
園
連
名
で
提
出
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、
ど
の
よ
う
に
回
答
さ
れ

た
の
か
、
又
他
市
町
村
の
状
況

は
。

 

 答 

総
務
課
長

　
要
請
回
答
に
つ
い
て
、
現
在

両
法
人
に
は
、
ま
だ
正
式
な
回

答
は
し
て
い
な
い
。

 

 答 

幼
保
連
携
推
進
室
長

　
那
覇
市
は
、
既
存
の
公
立
保
育

施
設
を
移
管
す
る
場
合
、
備
品
等

に
つ
い
て
は
、
無
償
提
供
し
北

谷
町
、
北
中
城
村
、
読
谷
村
に

関
し
て
は
、
上
限
を
設
け
施
設

整
備
費
以
外
の
遊
具
の
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

 

問
本
村
の
保
育
環
境
を
整
え
る

初
め
て
の
民
営
化
着
手
。
若
い

お
母
さ
ん
達
や
女
性
の
働
き
や

す
い
環
境
整
備
に
も
つ
な
が
り
、

ま
た
子
供
た
ち
も
異
年
齢
集
団

で
遊
具
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
小
さ
な
子
ど
も
に
先
に
譲

る
気
持
ち
や
、
安
全
な
遊
具
の

使
用
方
法
を
体
で
学
ん
で
行
く
。

開
園
も
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
是

非
、
早
急
な
遊
具
整
備
等
の
支

援
が
で
き
な
い
か
。

 

 答 

村
長

　
厳
し
い
一
般
財
源
の
状
況
で

は
あ
る
が
、
補
助
の
金
額
に
つ

い
て
検
討
し
て
、
現
段
階
で
は

確
定
は
し
て
い
な
い
が
、
４
月

の
開
園
に
む
け
て
、
間
に
合
う

よ
う
な
形
で
結
論
を
出
し
た
い
。

 

問
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
保

育
士
の
確
保
や
潜
在
的
な
保
育

士
の
掘
り
起
こ
し
、
離
職
防
止

な
ど
保
育
士
の
処
遇
改
善
が
求

め
ら
れ
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

 

 答 

教
育
長

　
公
立
保
育
所
に
お
け
る
具
体

的
な
保
育
士
確
保
策
に
つ
い
て

は
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
、
年
休
代
替

保
育
士
の
確
保
や
短
期
時
間
保

育
助
手
の
配
置
を
行
い
嘱
託
保

育
士
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問

一
、
図
書
館
の
運
営

一
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
誘
致

一
、
仲
宗
根
、
上
真
喜
屋
原
線
の

　
　
道
路
拡
張
整
備

問1
保
育
行
政
に
つ
い
て

玉城 みちよ 議員
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地
域
の
環
境
美
化
、
美
意
識

の
向
上
の
観
点
か
ら
も
条
例
の

制
定
を
検
討
で
き
な
い
か
。

 

 答 

村
長

　
本
村
の
美
し
い
海
、
山
、
川

や
歴
史
文
化
を
有
す
る
む
ら
並

み
は
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ

き
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

　
本
村
で
は
今
の
と
こ
ろ
村
独

自
の
条
例
の
提
案
は
考
え
て
い

な
い
が
、
既
に
県
で
は
空
き

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ

の
吸
い
殻
等
の
ポ
イ
捨
て
を
禁

止
す
る
「
ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化

条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
こ
の
条
例
の

周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
一

括
交
付
金
を
活
用
し
た
環
境
保

全
美
化
推
進
事
業
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
や
村
道
等
の
美

化
作
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
不

法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　

毎
年
４
月
内
に
開
催
す
る
マ

ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ラ
ン
の
、
開
催

時
期
を
変
更
す
る
考
え
や
予
定

は
な
い
か
。

 

 答 

村
長

　
同
大
会
は
現
在
４
月
の
第
３

土
曜
日
に
設
定
し
、
開
催
し
て

い
る
。
参
加
者
の
方
に
も
定
着

し
つ
つ
あ
る
の
で
、
現
段
階
で

は
開
催
時
期
を
変
更
す
る
考
え

は
な
い
。

　
北
山
高
校
内
で
取
り
組
ん
で

い
る
塾
の
現
在
の
状
況
と
今
後

の
展
開
、
目
標
、
ま
た
幼
保
、

小
中
学
生
児
童
の
基
礎
学
力
向

上
対
策
、
部
活
動
等
は
。

 

 答 

教
育
長

　
北
山
高
校
内
で
実
施
し
て
い

る
夢
咲
塾
は
現
在
31
人
が
受
講

し
て
い
る
。
12
月
時
点
で
県
内

国
公
立
大
学
１
名
合
格
、
県
外

大
学
４
名
合
格
の
進
路
決
定
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
同

塾
を
継
続
し
て
い
く
。

　
児
童
生
徒
等
の
基
礎
学
力
向

上
と
し
て
、
小
中
で
は
「
基
礎

学
力
の
定
着
」
及
び
「
学
力
の

向
上
」
を
主
た
る
課
題
と
捉

え
、
授
業
改
善
、
教
職
員
の
資

質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
北
山
高
校
で
は
早
朝
や
放
課

後
に
講
座
を
開
講
し
、
基
礎
学

力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
保
育
所
、
幼
稚
園
の
幼
児

に
つ
い
て
は
基
礎
学
力
向
上
の

前
段
階
と
し
て
、「
わ
ら
べ
う

た
」
を
共
通
実
践
と
し
て
取
り

組
み
、
健
や
か
な
成
長
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
指
導

を
行
う
先
生
方
の
想
い
の
深

さ
、
指
導
力
の
高
さ
に
支
え
ら

れ
、
中
高
に
お
け
る
駅
伝
部
や

野
球
部
の
活
躍
が
目
覚
ま
し

く
、
ま
た
中
学
生
で
の
英
語
弁

論
大
会
で
は
、
県
を
代
表
し
て

２
年
連
続
全
国
大
会
出
場
し
て

い
る
。
村
と
し
て
は
、
県
を
代

表
す
る
生
徒
の
活
躍
を
応
援
し

て
い
き
た
い
。

　

同
条
例
施
行
後
、
事
業
計
画

を
取
り
下
げ
、
ま
た
は
事
業
内

容
変
更
な
ど
の
影
響
が
な
か
っ

た
か
。
今
後
、
同
条
例
の
緩
和
、

変
更
等
の
考
え
、
予
定
等
は
。

 

 答 

村
長

　
今
帰
仁
村
景
観
条
例
施
行

後
、
今
帰
仁
村
景
観
計
画
に
基

づ
き
、
建
設
工
事
に
係
る
高

さ
、
配
置
、
形
態
意
匠
、
色
彩

等
に
つ
い
て
景
観
基
準
内
に
お

さ
め
る
よ
う
、
申
請
の
あ
っ
た

事
業
者
等
に
対
し
指
導
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
指
導
の
結

果
、
計
画
の
修
正
等
が
な
さ
れ

た
例
も
あ
る
。
村
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
本
村
の

良
好
な
景
観
の
形
成
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
条
例
の
緩
和
等
は

予
定
し
て
い
な
い
。

 

問
村
民
の
安
全
、
安
心
の
生

活
の
た
め
、
村
管
理
道
付
近
の

木
々
の
管
理
、
伐
採
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

 

 答 

村
長

　
村
有
地
内
の
立
木
等
の
管

理
、
伐
採
に
つ
い
て
は
村
で

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
有
地

の
木
々
は
原
則
所
有
者
に
お
い

て
管
理
、
伐
採
を
行
っ
て
い
た

だ
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問1
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例

の
制
定

問3
教
育
行
政

問4
景
観
条
例

問2
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー

ラ
ン
の
開
催
時
期

山城 太 議員
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(

１)

幼
稚
園
か
ら
随
時
、
平

成
30
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
に

は
全
面
実
施
と
な
る
が
、
本
村

で
は
ど
の
よ
う
に
周
知
徹
底
を

行
っ
て
い
る
か
。

(

２)

こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校

と
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
具

体
策
は
あ
る
か
。　
　
　
　
　

 

 答 

教
育
長

(

１)

幼
稚
園
教
育
要
領
と
小

学
校
、
中
学
校
の
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
は
、
幼
稚
園
が
平
成

30
年
度
、
小
学
校
は
平
成
32
年

度
、
中
学
校
は
平
成
33
年
度
か

ら
実
施
。

　
周
知
期
間
の
今
年
度
の
村
学

力
向
上
推
進
大
会
や
指
導
主
事

に
よ
る
要
請
授
業
参
観
、
教
育

委
員
会
に
よ
る
学
校
計
画
訪
問

等
を
通
し
、
先
生
方
へ
の
周
知

を
図
っ
て
い
る
。

(

２)

学
校
と
地
域
の
連
携
に

つ
い
て
は
、
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
体
験
活
動
の
充

実
、
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
充

実
等
に
お
い
て
、
地
域
と
の
連

携
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
教
育
委
員
会
に
配
置
し

て
い
る
学
校
地
域
支
援
員
が
中

心
と
な
り
、
連
携
を
図
っ
て
い

く
。
　

　

入
居
後
の
住
み
心
地
等
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
か
。　
　

 

 答 

村
長

　
本
村
に
あ
る
村
営
団
地
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
入
居
者
に

対
す
る
入
居
後
の
住
み
心
地
等

の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
入
居
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
村
営
団
地
の
管
理
等
を
適

切
に
行
え
る
よ
う
、
調
査
内
容

等
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　

建
築
物
が
老
朽
化
し
、
ひ
び

割
れ
も
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
更

地
に
し
て
の
活
用
が
望
ま
し
い

と
思
わ
れ
る
が
。

 

 答 

教
育
長

　
旧
兼
次
中
学
校
体
育
館
に

は
学
校
備
品
、
机
椅
子
等
や
グ

ス
ク
桜
ま
つ
り
、
マ
ジ
ッ
ク
ア

ワ
ー
マ
ラ
ソ
ン
等
の
備
品
の
ほ

か
、
文
化
財
資
料
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
物
品
を
保
管
し
て
い
る
。
　

　
現
在
、
同
場
所
の
雨
漏
り
な

ど
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
兼

次
幼
稚
園
の
園
舎
に
つ
い
て

は
、
行
政
関
係
の
倉
庫
と
し
て

利
用
を
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

(

１)

北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る
北
山

高
等
学
校
の
魅
力
化
事
業
は
。

(

２)

北
山
高
等
学
校
駅
伝
部

の
全
国
大
会
出
場
、
同
校
野
球

部
の
１
年
生
大
会
で
の
活
躍

で
、
県
内
外
に
ピ
ー
ア
ー
ル

し
、
村
民
を
元
気
づ
か
せ
て
い

る
。
魅
力
化
事
業
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
支
援
も
一
考
の
余
地
が

あ
る
と
考
え
る
が
。　

 

 答 

教
育
長

(

１)

今
帰
仁
村
が
推
進
す
る

北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

つ
と
し
て
、
北
山
高
校
魅
力
化

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
公
営

塾
（
夢
咲
塾
）
の
実
施
や
ミ
ル

ト
ン
高
校
と
の
交
流
・
短
期
留

学
事
業
、
県
外
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
等
を
実
施
し
て
い

る
。

(

２)

北
山
高
校
男
子
駅
伝
部

５
年
ぶ
り
の
県
大
会
優
勝
を
果

た
し
、
九
州
大
会
出
場
、
12
月

の
全
国
大
会
に
出
場
が
決
ま
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
の
沖
縄
県
高
校

野
球
１
年
生
大
会
に
お
い
て

は
、
北
山
高
校
野
球
部
が
準
優

勝
す
る
な
ど
、
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
今
帰
仁
村
で
は
、
県
を
代
表

す
る
子
供
た
ち
の
活
躍
に
つ
い

て
、
派
遣
費
の
助
成
等
を
行

い
、
支
援
し
て
い
く
。
　
　
　
　

問1
新
学
習
指
導
要
領

改
訂

問3
兼
次
幼
稚
園
跡
地

活
用

問4
北
山
学
園
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

問2
村
営
団
地

島袋 誠 議員

▲北山学園プロジェクトのトップに位置する　
　北山高等学校

▲村営兼次第２団地
　（平成 29 年 7月 1日入居開始）



（11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　なきじん議会だより　　　　　　　      平成 30 年 3 月 1 日　第 149 号

　
選
定
事
業
者
が
村
内
に
住
所

を
有
す
る
法
人
で
あ
り
嬉
し
く

思
う
が
、
個
人
有
地
も
あ
り
、

そ
こ
を
取
得
し
て
か
ら
の
公
募

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
は
な
か
っ

た
か
。

 

 答 

企
画
財
政
課
長

　
審
議
会
か
ら
も
速
や
か
に
や

る
べ
き
と
の
答
申
も
あ
り
、
地

域
の
活
性
化
に
も
結
び
付
く
と

い
う
こ
と
で
進
め
た
。
　
　

 

問
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
中
で
、

借
地
期
間
30
年
と
あ
る
。
税
法

上
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
47

年
の
償
却
期
間
が
あ
る
中
で
、

30
年
と
し
た
根
拠
は
。

 
 答 

企
画
財
政
課
長

　
村
に
と
っ
て
も
大
事
な
土
地

で
あ
り
、
最
長
49
年
と
い
う
よ

り
、
間
に
再
度
事
業
者
と
村
と

の
協
議
を
置
い
た
方
が
い
い
だ

ろ
う
と
考
え
、
30
年
と
い
う
期

限
を
打
っ
た
。
　
　
　
　
　

 

問
金
武
町
な
ど
の
公
募
を
確

認
す
る
と
、
借
地
期
間
を
事
業

者
の
計
画
に
お
任
せ
し
て
い

る
。
今
後
公
募
を
進
め
る
中
で

そ
の
辺
も
加
味
し
て
は
。　
　
　
　
　
　

 

 答 

副
村
長

　
今
回
い
た
だ
い
た
提
案
と
知

見
を
踏
ま
え
て
、
今
後
新
し
い

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
う
時
は
参

考
に
し
な
が
ら
期
間
を
設
定
す

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

 

問　
30
年
だ
と
償
却
期
間
が
47

年
で
17
年
の
赤
字
欠
損
に
な

る
。
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
含

め
、
初
期
投
資
が
難
し
く
な
る

と
考
え
る
が
。　
　
　
　
　
　
　

 

 答 

村
長

　
契
約
時
に
再
更
新
が
可
能

か
、
専
門
家
に
も
意
見
聞
き
な

が
ら
、
こ
の
事
業
を
早
く
出
来

る
よ
う
に
最
大
限
努
力
し
て
い

く
。

 

問
借
地
借
家
法
23
条
の
事
業

用
定
期
借
地
権
で
の
契
約
だ

と
、
契
約
時
３
つ
の
特
約
を
定

め
る
事
が
必
要
で
、
そ
の
1
つ

に
契
約
更
新
に
よ
る
存
続
期
間

の
延
長
が
な
い
事
を
付
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
思
う
が
。　
　
　

 

 答 
副
村
長

　
弁
護
士
や
事
業
者
と
も
相
談

し
な
が
ら
一
番
い
い
方
法
を
考

え
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　

 

問
選
定
委
員
会
の
中
で
転
売

に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
転
売

禁
止
に
す
る
と
事
業
者
が
業
績

悪
化
し
た
際
に
ず
っ
と
閉
め
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
、
転

売
あ
り
だ
と
外
資
系
が
来
た
場

合
管
理
が
し
づ
ら
い
事
が
懸
念

さ
れ
る
が
。
　
　
　
　
　
　

 

 答 

副
村
長

　
ど
う
契
約
規
定
を
定
め
る

か
、
し
っ
か
り
考
え
進
め
て
い

き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
古
宇
利
区
民
が
１
２
０
数

年
通
っ
た
大
事
な
土
地
を
使
わ

せ
て
も
ら
い
、
村
内
に
会
社
を

有
す
る
企
業
が
、
素
晴
ら
し
い

ホ
テ
ル
建
設
の
為
に
頑
張
っ
て

い
る
。
村
と
し
て
企
業
と
寄
り

添
い
、
良
い
経
営
が
出
来
る
環

境
整
備
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
く
義
務
が
あ
る
の
で
は
。
　

 

 答 

村
長

　
こ
の
事
業
が
一
日
も
早
く
出

来
る
様
最
大
限
努
力
し
て
い

く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
位
一
体
改
革
以
降
、
人
員

削
減
で
ど
こ
も
苦
し
ん
で
い

る
。
村
職
員
で
も
休
職
者
も
出

て
い
る
状
況
だ
が
対
応
は
。　
　

 

 答 

総
務
課
長

　
県
、
金
武
町
、
本
部
町
で

や
っ
て
い
る
班
制
度
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　

 

問
自
主
財
源
が
乏
し
い
本
村

で
、
国
や
県
の
事
業
を
引
っ

張
っ
て
く
る
人
員
配
置
が
必
要

で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　

 

 答 

総
務
課
長

　
企
画
部
門
の
強
化
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　

　

総
務
省
に
お
い
て
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
た
「
ふ
る

さ
と
起
業
家
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
平
成
30
年
度
か
ら
開
始

す
る
。
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。　
　
　
　

 

 答 

村
長

　
非
常
に
い
い
制
度
と
理
解
し

て
い
る
。
事
業
内
容
を
精
査

し
、
事
業
導
入
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問1
旧
古
宇
利
小
中
学
校

跡
地
利
用

問3
ふ
る
さ
と
納
税

問2
行
財
政
改
革

上原 祐希 議員
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在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する意見書

　去る11月19日午前５時25分ごろ、那覇市の国道58号泊交差点において、米軍 公用車のトラックと、右折しようとして
いた軽トラックが衝突し、運転していた那覇市の男性会社員が死亡する事故が発生した。 米軍公用車を運転していた在沖米
海兵隊員の呼気からは基準値の約３倍を超えるアルコールが検出され、同日、那覇署に逮捕された。
　本村議会は、これまでも米軍人・軍属等による事件・事故が発生するたびに綱紀粛正、再発防止等を徹底するよう米軍を
はじめ関係機関に強く申し入れてきたところである。それにもかかわらず、在沖米海兵隊員による事故によって県民の尊い
命が失われたことは極めて遺憾であり、基地あるがゆえの事件・事故が繰り返されることに怒りを禁じ得ない。
特に今回、公用車が公務外に使用されているという状況も鑑みると、米軍における綱紀粛正や再発防止の取り組みは、もは
や機能していないと言わざるを得ず、米軍及び日米両政府においては、事故に至る経緯等も含め十分調査するとともに、遺
族に対する補償などについて誠実に対応すべきである。また、日本政府においては、このような事故が再び起こることがな
いよう米側に毅然とした態度で臨むべきである。よって、本村議会は、住民の生命・財産を守る立場から、今回の事故に対
し厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要請する。

記

　1.　被害者の遺族への謝罪及び完全な補償を速やかに行うこと

　2.　在沖米海兵隊の早期の国外、県外の移転を求めること

　3.　在沖米軍人・軍属による凶悪犯罪等に対し、司令官及び上司の更迭を図ること

　4.　沖縄県・日本政府・米国政府の三者による特別対策協議会を設置して、事件・事故の再発防止を図ること 

　5.　日米地位協定の抜本改定を行うこと 

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

平成29年12月15日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県国頭郡今帰仁村議会

宛先 ： 内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　沖縄及び北方対策担当大臣

同日「在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する抗議決議」可決
宛先 ： 駐日米国大使　在日米軍司令官　在日米軍沖縄地域調整官　
　　　第3海兵遠征軍司令官　在沖米国総領事

喜屋武治樹今帰仁村長の政治手法を改めることを求める決議

　喜屋武治樹村長は、このたび今帰仁村庁舎建設委員会設置条例第３条第２項に基づき、庁舎建設委員会委員について決定
事項を議長に報告し、村議会議員２人を含む13人の委員を任命した。確かに、同条例第３条第２項によれば、委員の任命
は村長の権限である。しかし、村議会議員からの委員任命については、あらかじめ議会と人選を調整するのが適切であった
と思慮される。
　例えば、いわゆる議選監査委員については、議会の同意を得て村長が任命するものであるが（地方自治法196条）、同意議
案を議会に提出するに当たっては、議会の意向を尊重するという趣旨から、その人選について議会に一任しているのが従来
の慣例となっている。今回の委員任命についても同様の趣旨が生かされるべきであった。にもかかわらず、上記のような手
法がとられたことは、二元代表制の一翼を担い村民の負託を受けた議会を軽視した独善的手法と言わざるを得ず、執行部と
対等な立場にある議会の地位を阻害することに他ならない。
　議会は、村長の提案等に対し追認するだけの機関であってはならず、そのチェック機能を十分に発揮すべき責務と役割を
担っている。その意味からも、特に今回の今帰仁村庁舎建設委員会の委員任命の進め方は、憂慮すべき事態と考える。
よって、本村議会は、あらかじめ議会の人選協議を経ずにその内容を議長に報告し、任命を行って施策を展開する村長の政
治手法を改めることを強く求める。
以上、決議する。

平成29年12月15日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県国頭郡今帰仁村議会

宛先 ： 今帰仁村長　喜屋武治樹　様

所得税法第 56 条の廃止を求める意見書

　中小企業者は、地域経済の担い手として、日本経済の発展に貢献してきた。その中小零細企業者を支えている家族従業員
の「働き分」（自家労賃）は、所得税法第56条により「配偶者とその親族が事業に従事したとき、対価の支払いは必要経費に
参入しない」と定められており、必要経費として認められていない。
これは、事業主の所得から控除される働き分が白色申告制度によることが多いためであるが、その場合は、配偶者で86万円、
家族の場合で50万円が控除されることになるため、家族従業者はこのわずかな控除を所得とせざるを得ず、社会的にも経
済的にも全く自立が困難な状況となっている。このため、家業を手伝いたくても手伝えないことになり、後継者不足の一因
ともなっている。一方、青色申告にした場合は、専従者として給与の支払いを受けることができ、必要経費と認められるこ
とになるため同じ労働に対して大きな矛盾を生み出している。また、民法、労働法及び社会保障の観点から見た場合に、家
族従業員の人権の保障上の問題も生じている。そのため、ドイツ、フランス、アメリカなど世界の主要国では、「自家労賃
は必要経費」として認めており、近年、わが国でも見直しを求める機運が高まっている。
よって、政府におかれては、所得税法第56条を早急に廃止するよう要請する。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成29年12月15日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県国頭郡今帰仁村議会

宛先 ： 内閣総理大臣　　財務大臣　　法務大臣
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国保財政の県移管における国保制度改善を求める意見書

　2018年4月からの国民健康保険財政の都道府県への移管にむけて、県は、「国保運営協議会準備会合」を開催し、準備を

進めています。県の中長期的な方向性としては、国のガイドラインの示す通り、「統一保険料」をめざし「法定外繰入」は「段

階的解消」、「保険料」は「段階的引き上げ」の方向とされています。ところが、国保に対する定率の国庫補助率は、1984年以降、

大幅に引き下げられました。さらに、沖縄県においては沖縄戦の影響で補助金算定の基準となる前期高齢者人口が極端に少

なく、国保財政に大きく影響してきました。

　こうした中で、沖縄県においては、2018年度以降も継続して大幅な国庫補助増額が実現しない限り、「統一保険料」「法

定外繰入の解消」など、実現は困難です。「協会けんぽ」「組合健保」など他保険に比べても、所得に対する保険料負担率が

極めて高い現状を考えても慎重に対応すべき課題であると考えます。8月30日に公表された沖縄県における「保険料試算」

では、公的支援金のほかに、前期高齢者補助金の増加、医療費の減少などの要因により、一人当たり25,000円もの保険料

引き下げが可能であることがわかりました。もともと高すぎる保険料は、解決すべき構造的問題の一つであり、公的支援金

を投入する理由の一つでもありました。この機会に思い切って、保険料負担を下げること、今後の安定財源として定率の国

庫補助の回復を要請します。

記

　1.　国保制度の県単位化にあたっては、国保が社会保障制度としての役割を果たすこと

　2.　国保料についてはすでに所得に対して「高すぎる」水準であり、「協会けんぽ」の水準をめざして抑制をはかるために、

　　　定率で国庫補助の増額を行うこと

　3.　前期高齢者人口に基づく補助金算定はこれまで沖縄県市町村国保財政に大きなマイナスとなってきたのでこれまでの

　　　不足分の補てんを行うこと

　4.　離島が多く、人口格差や医療水準の差の大きい沖縄県において統一保険料は、導入困難である。統一保険料をめざし、

　　　国庫補助の大幅増額の得られない内に「法定外繰入の段階的な解消」を市町村に迫れば、強引な保険料徴収が強まり、

　　　格差と貧困で苦しむ県民生活への影響は避けられない。これからも各市町村の実情に即した保険料となるよう市町村

　　　の自主性の尊重を要望する

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成29年12月15日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県国頭郡今帰仁村議会

宛先 ： 衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　厚生労働大臣

米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターから普天間第二小学校への窓落下事故に関する意見書

　去る12月13日午前10時9分ごろ、米軍普天間基地所属の CH53E大型輸送ヘリコプターのコックピットの窓が、児童54

人が体育の授業を受けている普天間第二小学校のグラウンドに落下し、4年生の男児1人が落下の風圧で飛んできた小石に

当たり打撲傷を負うといった重大事故が発生した。落下した窓は四方約90センチ、重さ約7．7キログラムで、窓枠は金属

製でできており、一歩間違えば人命に関わる深刻な事故であり、未来を担う子ども達が1日の多くを過ごす安全であるべき

学校施設に落下した事故に、児童や保護者、学校関係者に強い衝撃と恐怖を与えた。

　また、去る12月7日には、同型ヘリコプターのものと見られるプラスチック製の円筒の部品が、宜野湾市野嵩にある緑ヶ

丘保育園の園児約30人が遊ぶ園庭のすぐ隣のトタン屋根の上に落下したとみられており、立て続けに発生した重大事故に、

園児や児童、その保護者をはじめ、学校関係者や地域住民には不安と怒りが大きく広がっている。

　街の中心に「世界一危険」といわれる普天間基地を抱え、常に命の危険と隣り合わせの生活を余儀なくされている宜野湾

市民をはじめ県民の米軍に対する不信感は頂点に達している。このような中で、事故からわずか6日で同型機の飛行再開を

強行したことは極めて遺憾である。本村議会は、これまでも相次ぐ米軍機の事故やトラブル等に対し、原因究明と再発防止

策の徹底を再三再四強く申し入れているにも関わらず、効果のある防止策が講じられることなく、またしてもこのような重

大事故が起きたことに対し、激しい怒りを禁じ得ない。

　よって、本村議会は、県民の生命・財産、安全・安心な生活を守る立場から、今回の CH53E大型ヘリコプターの窓落下

事故に対し厳重に抗議するとともに、下記事項が速やかに実現されるよう強く要求する。

記

　１.　事故原因を徹底究明し、その結果を速やかに県民に明らかにすること

　２.　実効性のある再発防止策を講じ、その実効性が確保されるまで同型機の飛行を一切中止するよう求めること

　３.　保育園、学校、病院、住宅などの民間地上空での米軍機の飛行・訓練を中止すること

　４.　政府が約束した普天間飛行場の5年以内の運用停止の実現を図ること

　５.　日米地位協定を抜本的に見直すこと

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成29年12月25日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県国頭郡今帰仁村議会

宛先 ： 内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣　内閣官房長官　沖縄及び北方対策担当大臣　

　　　外務省沖縄特命全権大使　　沖縄防衛局長

　

　同日「米軍ＣＨ53Ｅ大型輸送ヘリコプターから普天間第二小学校への窓落下事故に関する抗議決議」可決

　宛先 ： 駐日米国大使　在日米軍司令官　第3海兵遠征軍司令官　在沖米国総領事
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○ ○ ○ ○ ○ ○ × 退 ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第５回臨時会　平成２９年１０月１８日（火）

議  案
第49号

決　議
第 5 号

意見書
第 6 号

議  案
第48号 ○ ○ ○  ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○  ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○  ○ ○ 公 × ○ ○ ○

○ ○ ○  ○ ○ 公 × ○ ○ ○

今帰仁村一般会計第6回補正予算について

工事請負契約について（地域活動拠点活性化事業（今泊）建築工事）

東村高江の民間地域における米軍ヘリコプター不時着・炎上事故に関する抗議決議

東村高江の民間地域における米軍ヘリコプター不時着・炎上事故に関する意見書

可 決

可 決

可 決

可 決

今帰仁村公の施設の管理に関する基本条例の一部を改正する条例について

今帰仁村庁舎建設委員会設置条例の一部を改正する条例について

今帰仁村営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

今帰仁村固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例について

平成29年度今帰仁村一般会計第4回補正予算について

平成29年度今帰仁村国民健康保険特別会計第3回補正予算について

平成29年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計第１回補正予算について

平成29年度今帰仁村水道事業会計第1号補正予算について

平成29年度今帰仁村一般会計第5回補正予算について

工事請負契約について（運天漁港泊地及び航路浚渫工事）

今帰仁村議会会議規則の一部を改正する規則について

平成28年度今帰仁村一般会計歳入歳出決算認定について

平成28年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成28年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

平成28年度今帰仁村簡易水道事業会計決算認定について

県道屋我地仲宗根線、村道湧川運天線交差点の一灯点滅式信号機
から定周期式信号機への変更設置に関する要請決議について

古宇利港の改修について

県産品の優先使用について（要請）
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與
那
嶺
　
透

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４回臨時会　平成２９年９月１日（金）

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

第３回定例会　平成２９年９月２２日（金）

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

議 案
第36号

議 案
第37号

議 案
第38号

議 案
第39号

議 案
第40号

議 案
第41号

議 案
第42号

議 案
第43号

議 案
第44号

議 案
第45号

議 案
第46号

議 案
第47号

発　委
第 1 号

認　定
第 1 号

認　定
第 2 号

認　定
第 3 号

認　定
第 4 号

決　議
第 4 号

陳　情
第 5 号

陳　情
第 6 号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採 択

認 定

認 定

認 定

認 定

可 決

採 択

議
案
番
号

今帰仁村一般会計第3回補正予算について
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第４回定例会　平成29年１2月15日（金）

議決結果・賛否一覧表
「○」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「退」：退席　「公」：公務の欠席　「病」：法定伝染病の欠席。
議長は採決に加わらないため斜線としていますが、可否同数の場合に採決権があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

採 択 

採 択 

可 決 

採 択 

採 択

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第６回臨時会　１2月25日（月）

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決
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太

與
那
嶺
　
透

議
案
番
号

今帰仁村給付型奨学金基金条例の制定について

平成29年度今帰仁村一般会計第７回補正予算について

平成29年度今帰仁村国民健康保険特別会計第４回補正予算について

平成29年度今帰仁村後期高齢者医療特別会計第２回補正予算について

平成29年度今帰仁村水道事業会計第２号補正予算について

村道路線の変更について

工事請負契約について（災害に強い栽培施設の整備事業今帰仁第九地区）

土地改良事業の計画変更について

在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する抗議決議

喜屋武治樹今帰仁村長の政治手法を改めることを求める決議

所得税法第56条を廃止するよう国に意見書の提出を求める陳情書

国保県単位化における国保制度改善を求める意見書採択についての陳情書

在沖米海兵隊員による飲酒運転死亡事故に関する意見書

所得税法第56条の廃止を求める意見書

国保財政の県移管における国保制度改善を求める意見書

工事請負契約について（幼保健携一体化施設造成工事）

米軍CH53E大型輸送ヘリコプターから普天間第ニ小学校への
窓落下事故に関する抗議決議

米軍CH54E大型輸送ヘリコプターから普天間第ニ小学校への
窓落下事故に関する意見書

今帰仁村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例について

平成29年度今帰仁村一般会計第8回補正予算について

平成29年度今帰仁村水道事業会計第3回補正予算について

第１回臨時会　平成30年1月2９日（月）

議  案
第50号

議  案
第51号

議  案
第52号

議  案
第53号

議  案
第54号

議  案
第55号

議  案
第56号

議  案
第57号

決　議
第 6 号

決　議
第 7 号

陳　情
第 7 号

陳　情
第 8 号

意見 書
第 5 号

意見 書
第 6 号

意見 書
第 7 号

議  案
第58号

決    議
第 8 号

意見書
第 8 号

議 案
第 1 号

議 案
第 2 号

議  案
第 3 号

議  案
第 4 号
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◆
先
日
、
沖
縄
県
町
村
議
会
議

長
会
が
主
催
す
る
広
報
研
修
会

を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

他
の
町
村
の
議
会
だ
よ
り
の

編
集
方
法
や
、
抱
え
て
い
る
悩

み
や
課
題
を
学
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え
る
貴
重

な
機
会
で
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。
他
の
町
村
の
い
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ろ
を
真
似
た
り
、
他
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町
村
か
ら
指
摘
を
受
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こ
と
で
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村
民
に
親
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れ
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す
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広
報
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づ
く
り
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な
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ば
な
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思
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知
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。
こ

れ
か
ら
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

村
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ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
が
ス
タ
ー

ト
し
て
早
や
２
カ
月
が
過
ぎ
、

新
年
度
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
帰
仁
村
議
会
で
は
３

月
７
日
か
ら
23
日
ま
で
の
２
週

間
余
り
の
期
間
、
３
月
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
年
度
の

方
針
や
予
算
な
ど
を
決
め
る
大

切
な
議
会
で
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に

来
て
い
た
だ
き
、
各
議
員
が
ど

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
議
会

に
臨
ん
で
い
る
の
か
を
そ
の
目

で
確
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　

広
報
委
員
長　

與
那
嶺　

透

◎現場踏査は村が発注した事業、及びその他の事業の進捗状況を直接現場に出かけて調査するもので、定例会
　の会期中に行われています。

Photo

▲今帰仁冷凍冷蔵施設整備工事（運天港内）

その他の現場踏査・認定こども園建設予定地・あめそこ保育園新築工事現場（天底区）・まほろば保育園新築工事現場（今泊区）

▲家族（夫婦、子供、孫、ひ孫）に囲まれ叙勲受章の祝福を受け、感無量の渡久山祐弘氏

▲旧古宇利小中学校跡地 ▲地域活動拠点活性化センター（今泊区）

　
２
月
２
日
市
町
村
自
治
会
館
に
お
い
て
、「
町
村
議
会
広
報

研
修
会
が
行
わ
れ
本
村
議
会
広
報
委
員
３
名
が
参
加
し
た
。

　
研
修
会
は
越
地
真
一
郎
講
師
に
よ
る
討
論
型
ク
リ
ニ
ッ
ク

形
式
で
進
め
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
を
展
開
し
委
員
ら
は

研
鑽
を
積
ん
だ
。

　
永
年
に
わ
た
る
功
績
に
対
し
授
与

さ
れ
る
旭
日
単
光
章
授
章
祝
賀
会
が

２
月
17
日
農
村
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

（
運
天
区
）
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ

た
。
会
場
に
は
多
く
の
関
係
者
ら
が

出
席
。
　

　
出
席
者
を
代
表
し
て
、
東
恩
納
寛

政
議
長
か
ら
渡
久
山
氏
の
功
績
が
紹

介
さ
れ
、「
祐
弘
氏
の
栄
え
あ
る
受

章
は
村
民
の
誇
り
で
あ
り
、
今
後
と

も
花
卉
園
芸
農
業
の
現
役
と
し
て
豊

富
な
経
験
を
活
か
し
地
域
の
模
範
、

ま
た
生
き
方
の
見
本
と
な
り
ま
し
て

ま
す
ま
す
ご
精
進
し
て
い
く
こ
と
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
こ
れ
を
受
け
渡
久
山
氏
は

「
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
で
こ
こ
ま

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

た
め
に
頑
張
り
ま
す
。」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。

一
般
質
問

９
月
定
例
会

会
期
日
程(

９
月
16
日
〜
19
日
）

編
集
後
記

用
語
特
集

新
議
会
議
員

研
修
会

新
議
会
議
員

研
修
会

研
修
風
景

研
修
風
景

Photo

議
会
ス
ナ
ッ
プ

現場踏査 ２
月
定
例
監
査

渡久山祐弘氏叙勲「旭日単光章」を受章




